
きょうの紙面

Ｈ
Ｄ
制
移
行
間
近

　

富
士
興
産
（

月
に
富

士
ユ
ナ
イ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
を
設
立
し
、
Ｈ
Ｄ

制
に
移
行
）
は
、
全
国
的

な
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
の
製
造
・

供
給
体
制
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。
現
在
は
他
社
か

ら
調
達
し
た
バ
イ
オ
燃
料

（
脂
肪
酸
メ
チ
ル
エ
ス
テ

ル
＝
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
、
Ｂ

）
と
軽
油
を
混
和
し
て

「
Ｂ

軽
油
」（
Ｆ
Ａ
Ｍ

Ｅ
の
混
和
率

％
）
な
ど

を
製
造
・
販
売
し
て
い
る

が
、

月
に
栃
木
県
佐
野

市
に
廃
食
油
か
ら
バ
イ
オ

燃
料
を
製
造
す
る
「
佐
野

製
造
所
」
が
完
成
。
従
来

か
ら
の
商
社
機
能
に
加
え

「
バ
イ
オ
燃
料
メ
ー
カ

ー
」
と
し
て
の
機
能
を
強

化
し
て
い
る
。

　

同
社
は
開
所
予
定
を
含

め
て
関
東

カ
所
、
関
西

カ
所
の
全
国

カ
所
に

自
社
製
造
拠
点
を
も
つ
。

年
度
ま
で
に
年

間
製
造
能
力
を
Ｂ

換
算

で
約

万

規

模
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

目
指
す
。

　

佐
野
を
除
く

拠
点
は

Ｂ

な
ど
の
混
和
製
造
を

担
う
。
製
造
能
力
は
同
社

カ
所
目
の
「
岸
和
田
製

造
所
」（
大
阪
府
岸
和
田

市
）
が

、
オ

イ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

朝
田
商
会
（
東
京
都
千
代

田
区
・
真
田
一
伸
代
表
取

締
役
）
に
混
和
製
造
を
業

務
委
託
す
る
「
野
田
製
造

所
」（
千
葉
県
野
田
市
）

が

年
度
末
ま
で

に

へ
の
拡
大

を
計
画
。

月
に
開
所
予

定
の
「
姫
路
製
造
所
」（
兵

庫
県
姫
路
市
）
は
、
同
社

最
大
の

万

を
見
込
む
。

　

こ
の
ほ
か
北
海
道
、
宮

城
県
、
愛
知
県
で
、
他
社

と
の
提
携
を
通
じ
た
供
給

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　

同
社
が
「
メ
ー
カ
ー
機

能
」
の
強
化
に
向
け
て
大

き
な
期
待
を
寄
せ
る
の

が
、

月
末
か
ら

月
初

め
に
本
格
稼
働
す
る
佐
野

製
造
所
だ
。
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
の

生
産
目
標
は
年
間

で
、
Ｂ

換
算
で

分
に
相
当
す
る
。

　

恩
田
靖
執
行
役
員
販
売

本
部
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
長
は
、
同
製
造
所
の
意

義
に
つ
い
て
「
関
東
で
は

Ｂ

か
ら
（
Ｂ

な

ど
の
）
混
和
品
ま
で
を
一

貫
し
て
自
社
生
産
で
き
る

体
制
が
整
っ
た
。
真
の
意

味
で
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
確
立
で
き

た
」
と
話
す
。

「
蒸
留
」高
品
質
生
む

　

佐
野
製
造
所
は
、
関
東

地
方
を
中
心
に
廃
食
油
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

手
が
け
る
吉
川
油
脂
（
栃

木
県
佐
野
市
・
吉
川
千
福

代
表
取
締
役
）
の
本
社
工

場
内
に
あ
る
。
吉
川
油
脂

は
原
材
料
の
廃
食
油
を
供

給
す
る
ほ
か
、
同
製
造
所

で
の
製
造
業
務
も
請
け
負

う
。

　

お
お
ま
か
な
製
造
工
程

は
、
廃
食
油
（
写
真

①
）
に
メ
タ
ノ
ー
ル
と
水

酸
化
カ
リ
ウ
ム
（
ア
ル
カ

リ
触
媒
）
を
混
ぜ
て
、
Ｆ

Ａ
Ｍ
Ｅ
と
グ
リ
セ
リ
ン
に

分
離
（
エ
ス
テ
ル
交
換
反

応
、
写
真

②
）。
静

置
や
水
洗
い
な
ど
で
Ｆ
Ａ

Ｍ
Ｅ
以
外
の
成
分
を
取
り

除
く
（
写
真

③
④
）。

　

現
場
責
任
者
を
務
め
る

新
規
事
業
推
進
部
の
鈴
木

浩
太
郎
新
規
事
業
推
進
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

よ
る
と
、
こ
の
段
階
の

「
粗
製
Ｂ
Ｄ
Ｆ
」（
写
真

⑤
）
が
「
第

世
代

の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
」
と
い
わ
れ
る

も
の
だ
。
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
の
純

度
は

％
程
度
で
水
分
な

ど
を
含
み
、
装
置
不
具
合

な
ど
の
原
因
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
。

　

同
製
造
所
で
「
第

世

代
」
と
大
き
く
異
な
る
製

造
工
程
が
、
蒸
留
装
置
に

よ
る
蒸
留
だ
。
こ
れ
に
よ

り
高
品
質
で
安
定
し
た

「
精
製
Ｂ
Ｄ
Ｆ
」（
写
真

⑥
）
が
で
き
る
。
純

度
は

・

％
前
後
で
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
（

・

％
以

上
）
を
満
た
す
。

　

回
の
製
造
工
程
は

時
間
程
度
で
、

〜

㍑
の
廃
食
油
か
ら

㍑
の
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
を

生
産
す
る
。

管
理
体
制
を
整
備

　

月
か
ら

月
に
か
け

て
の
試
運
転
で
は
、
触
媒

配
合
比
率
の
検
討
や
機
器

の
動
作
確
認
、
作
業
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
に
取

り
組
ん
だ
。
廃
食
油
は
性

状
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
た

め
、
原
料
に
応
じ
て
触
媒

の
配
合
を
変
え
る
難
し
さ

も
あ
る
。
鈴
木
氏
は
「
ビ

ー
カ
ー
テ
ス
ト
か
ら
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
し
、
温
度
調

整
や
ア
ル
カ
リ
触
媒
の
配

合
比
率
、
機
械
の
癖
を
つ

か
む
の
に
苦
労
し
た
」
と

振
り
返
る
。

　

本
格
稼
働
後
は

日
当

た
り

〜

・

回
の
製

造
を
行
い
、

〜

㍑
の
生
産
を
目
指

す
。

　

月
に
は
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
に
「
製
造
品
質

管
理
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設

し
、
各
製
造
所
の
製
造
設

備
や
品
質
を
管
理
す
る
体

制
を
整
え
た
。
鈴
木
氏
は

当
面
の
課
題
と
し
て
「
今

後
は
各
工
程
を
同
時
並
行

で
進
め
る
た
め
、
事
故
が

な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と

語
る
。

　

製
品
は
野
田
製
造
所
に

混
和
用
原
料
と
し
て
供
給

す
る
ほ
か
、
関
東
エ
リ
ア

の
需
要
家
に
「
Ｂ

」
と
し
て
出
荷
す
る
。

将
来
的
に
は
船
舶
向
け
の

重
油
に
混
和
す
る
こ
と
も

想
定
す
る
。

　

生
産
体
制
の
整
備
が
進

む
な
か
、
今
後
は
需
要
創

出
や
安
定
供
給
体
制
の
強

化
に
取
り
組
む
。
流
通
面

で
は
関
東
や
関
西
で
燃
料

販
売
業
者
か
ら
タ
ン
ク
を

借
り
る
な
ど
し
て
、
二
次

基
地
の
確
保
を
進
め
て
い

る
。
恩
田
氏
は
「
二
次
基

地
や
給
油
拠
点
を
拡
充

し
、
よ
り
安
定
的
に
供
給

で
き
る
体
制
を
整
え
た

い
」
と
話
す
。
販
売
面
で

は
「

年
度
ま
で

に
製
造
能
力
に
応
じ
た
販

売
量
の
確
保
を
目
指
す
」

と
す
る
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

は
「
全
国
規
模
で
の
販
売

基
盤
を
確
立
し
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
立
ち

位
置
と
地
位
を
確
立
し
た

い
」
と
語
る
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
佐
野
製
造
所
が
本
格
稼
働

富
士
興
産

富
士
興
産  

殻
破
り
挑
戦

殻
破
り
挑
戦

こ
の
ほ
か
北
海
道

宮

か

（

な

Ａ
Ｍ

グ

セ

ン
に

⑤
）
が

第

世
代

メ
ー
カ
ー
機
能
強
化
図
る

メ
ー
カ
ー
機
能
強
化
図
る

全
国
規
模
で
地
位
確
立
へ

全
国
規
模
で
地
位
確
立
へ

2026年度までに年間２万2000㎘超目指す 関東、Ｂ100～混和品まで一貫生産2026年度までに年間２万2000㎘超目指す 関東、Ｂ100～混和品まで一貫生産

①
佐
野
製
造
所

②
蒸
留
装
置

①①

②②

③③


